
 
 
 
 

　「審議まとめ」から 

 

 

　　 

「余白」の創出を通じた教育の質の向上 ❸ 

 
【年間最低授業週数の示し方の改善】 
 
◆　　週当たりコマ数の適切な設定を促進する方策としては、現在の 

総則の「年間 35 週以上にわたって教育課程を編成する」との 

規定について、年間 40 週を標準として、週当たりの授業時数が 

児童・生徒の過重負担とならないよう配慮して計画する旨の示し 
方とすべきである。 

 

◆　 その際、あわせて、年間を通じて平均的に各教科等の授業時数 

を配当することを前提とする趣旨の学習指導要領解説を改め、 

特定期間に集中して授業を実施できること等を一層明確化する 

ことも重要である。教師も児童・生徒も負担の大きい年度当初と、 

授業や学級運営が軌道に乗る年度中盤以降で、柔軟に週コマ 
数を変える取組などがしやすくなると考えられる。 

 

◆　　さらに、裁量的な時間（研究・研修等枠）を活用して週１コマ程度の研究・研修の時間が確保できるよう

になることで、週 29 から週 28 コマへの見直しに留まらず、調整授業時数制度の下では、週 27 コマの授

業＋研究・研修１コマといった週時程が無理なく一般的に実施できる環境整備も重要である。 
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第３５２号　　教育長　　儘田　文雄 

まずは話をよく聞く 

 

 

 

 

 

 

※　「相手の受信機の精度を高めるのは、教える側の受信機しだい」と平尾氏は述べています。 

よりよいコミュニケーションの要諦が「聞くこと」にあることを教えてくれる言葉です。 

元ラグビー日本代表監督　平尾誠二 

まずは選手の話をよく聞くこと。この監督やコーチは自分の話をきちんと聞いてくれるとわか
れば、選手のほうからいろいろと話をしてくるようになります。そうしたら、その話を流さず聞
いて、こちらが伝えたい部分にかすったと思ったら、「いまのはいい話だ、もう少し聞かせてく
れ」とか「いいところに気がついた、じゃあこういう場合はどうだ」とか敏感に反応して、そこ
に選手の興味を集中させるのです。 

出典：平尾誠二、金井嘉宏著「型破りのコーチング」（ＰＨＰ研究所）


